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聖書朗読  ヨハネの第一の手紙１章５～１０節 
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メッセージ  「すべての罪を赦されるお方」 

石井 潤 牧師 

 

献  金  聖歌３９２番 ～愛する主の～ 

祝  祷 

お知らせ                   〔司会者〕 

賛  美  ～イエス様は私たちの道～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

★礼拝の恵みを心より感謝します！今週も主の守りが豊かにありますように！ 

☆今週の祈り会は 〇早天祈祷会：明朝６時～、◎祈祷会：木曜午前１０時半～、 

夜７時半～（大和教会の祈祷会に参加）。〇準備祈祷会：土曜夜８時～。 

★来週の日曜礼拝も４回行います。①８時半②10時半③13時半④19時 

 

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１/２４－/３１〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 出エジ 1-3 4-5 6-8 9-10 11-12 13-14 15-16 17-18 

新約 マタイ 16 17 18:1-14 :15-35 19 20:1-19 :20-34 21:1-22 

チェック ○○○○ ○○○ ○○○○ ○○〇 ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ 



 

 
「しかし、神がいつも光の中にあるように、あなたも光の中を歩め！そうすれば、お互いと、

すべての闇から解き放たれ、イエスとの友好関係を存分に楽しむことができる。そして神の

一人子イエスが流してくれた血によって過ちは赦される！」〔アライブ訳〕 

“If we live in the light as God does, we have fellowship with each other, and the 

blood that his Son Jesus offered cleanses us from all sin.”〔Easy-To-Read Version〕 

ヨハネの第一の手紙１章７節 

 

本日からヨハネの手紙に入ります。この手紙を書いたヨハネは先に「ヨハネによる福音書」

を書き記しました。また、新約聖書の最後、聖書の最後を締めくくる「ヨハネの黙示録」を書

き記しました。元々はペテロ同様漁師をしていました。特別な教育を受けた人物ではありま

せんでしたが、血気盛んな青年であったことは確かです。イエス様の弟子になる前には、ペテ

ロの弟、アンデレと同じく、バプテスマのヨハネの弟子でもあったであろうと言われています。そ

して、バプテスマのヨハネの後を引き継いだイエス様に弟子としてついていきました。 

イエス様が十字架で死なれ、三日目に復活し、その後、４０日経ってから昇天されました

が、その後もヨハネはその他の弟子たちと共に「使徒」として教会のリーダーとなっていきました。

しかし、その後すぐに自分の兄弟であるヤコブが真っ先にヘロデ王によって殺され、殉教しま

す。その後、パウロを中心とするユダヤ教徒の熱心派によって教会は大迫害時代に突入し

ます。それからしばらくして、パウロは主の奇跡的な顕現によって回心し、教会のリーダーとな

っていきますが、変らず、教会は迫害され続けます。そして、ペテロやパウロもネロ皇帝の時

代に殉教の死を遂げ、その他の使徒たちも伝説では、このヨハネを除いて全員が殉教して

いきます。そして、ヨハネも晩年、エーゲ海に浮かぶパトモス島に流刑となり、そこで亡くなるま

で厳しい監禁生活を強いられます。しかし、ヨハネは使徒たちの中で最も長く生きて、最後

の最後までイエス様の福音を人々に伝え続けました。 

福音とは何であるか？それは、一言でいえば「赦し」です。すべての人間は神の前に罪人

です。どんなに善人になろうとしても神に受け入れられるような存在となることはできません。

そこには救いはありません。しかし、主イエス様が私たちのためにその救いの道を用意してくだ

さったことによって、私たちのすべての罪が赦され、神の子とされて救いをいただくことができる

という約束を与えられました。しかし、そのことが実現するために私たちの側でしなければなら

ないことがあります。それは、光である救い主のもとに出て行くことです。私たちは自分の失敗

や欠点を隠しておきたいと思うものです。しかし、そのまま大切にし過ぎて手放すことができな

ければ救いをいただくことができません。主の光の中に出て行くこと、それが救いの条件である

とヨハネは語りたかったのです。私たち自身を光の主にお委ねいたしましょう！ 

「すべての罪を赦されるお方」 
～光なるお方にすべてをお任せする人生～ 


